
　會澤さんは、昭和38年に會澤高圧コンクリート㈱を設
立以来、先見性と積極的な行動力、大局的な視点で経営
手腕を発揮され、同社は現在、海外にグループ企業を持
つ国際的な企業へと成長。この間、北海道生コンクリー
ト工業組合理事長や全国生コンクリート工業組合連合会
副会長などを歴任し、生コン業界の安定発展などに尽力
されたほか、新ひだか町商工会会長や北海道商工会連合
会副会長として、地域の商工業の発展に貢献されました。
　「皆さまのご指導とご支援の賜物と深く感謝しておりま
す。この栄誉に恥じなきよう一層精進してまいります。
また、支えてくれた妻に感謝しています」と語りました。

會 澤 　 實 さん (79)　＝　静内中野町

前北海道生コンクリート工業組合理事長

旭日双光章（中小企業振興功労）

秋の叙勲

瑞宝単光章（農林水産業務功労）
元農林水産技官

富 沢 光 雄 さん (70)　＝　静内御幸町

　富沢さんは、昭和48年に新冠種畜牧場(現:家畜改良セ
ンター新冠牧場)に採用され、平成20年に総括作業長と

して定年退職するまでの長きにわたり、種
しゅひんぎゅう

雌牛係一筋に
育成牛や分べん牛、さく乳牛の飼育管理に尽力されました。
　「出産のときは泊まり込むなど、１頭ごとの乳量を高め
るため努めてきました。若い頃に電気会社の勤務経験や
資格もあり、電気やボイラー、機械整備の仕事もしまし
た。総括作業長のときは、同僚や部下がけがをしないよ
うに働きやすい環境とシフトづくりを心掛けていました。
今回の受章は、諸先輩、多くの同僚に恵まれ、家族の支
えがあったからこそ。感謝です」と語りました。

白寿祝状贈呈

　11月21日に北海道善行賞と日高振興局長表彰の伝達
が静内庁舎で行われ、障がい者自立活動者及び自立支援
功労者として、巻ウメ子さんが北海道善行賞を受賞しま
した。
　また、社会福祉事業功労者として、成田みや子さん、
平野紀利さん、廣島和久さん、白水善久さん、櫻井真美
さん、身体障害者更生援護功労及び自立更生者として、
梶浦榮子さんが日高振興局長表彰を受賞しました。
  この日、同席上には巻さん、白水さん、櫻井さん、梶
浦さんの４人が出席し、松浦日高振興局長から表彰状が
手渡されました。

北海道善行賞、日高振興局長表彰

　下山さんと吉本さんは、７月30日から行われた『平
成30年度北海道中学校体育大会 第39回北海道中学校ソ
フトテニス大会女子個人戦（ダブルス）』において、全
道優勝を果たしました。その優秀な成績をたたえ、12
月５日に髙野教育長から教育奨励賞の表彰楯が手渡され
ました。

町教育委員会表彰 教育奨励賞

　11月21日に日本赤十字社献血功労団体表彰が静内庁
舎で行われ、長年にわたり献血運動に功労のあった生活
協同組合コープさっぽろ静内店に、日本赤十字社北海道
支部日高地区新ひだか分区長の大野町長から、金色有功
章と記念品が手渡されました。
　コープさっぽろ静内店は、移動献血車ひまわり号の駐
車スペース確保や来店者等への周知など、20年以上に
わたり積極的に献血運動に貢献されています。
　また、同席上では10年以上献血運動に貢献した北海
道電力㈱の静内水力センターと静内ネットワークセンター
に、感謝状と記念品が手渡されました。

日本赤十字社献血功労団体表彰

　静内ホワイト☆スターズ（小葉松良方監督）は、７月
14日から行われた『第39回スタルヒン杯争奪全道スポー
ツ少年団軟式野球交流大会 第33回北海道スポーツ少年
団軟式野球交流大会』において、全道優勝を果たしまし
た。その優秀な成績をたたえ、12月5日に髙野教育長か
ら教育奨励賞の表彰楯が手渡されました。

下 山  佳 那 琉 さん（３年） 

吉 本  裕 香 さん（２年）
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６2019‐１ shinhidaka 　７ shinhidaka 2019‐１

田 中 　 京 さん (99)　＝　静内中野町

　田中さんが12月２日に白寿を迎え、入所先のグループ
ホームひまわりで大野町長から祝い状、町社会福祉協議
会・木村会長から記念品が贈られました。
　田中さんは函館市で生まれ、昭和11年頃に貞一さんと結
婚。３人の子どもに恵まれました。昭和20年頃に夫の貞一
さんが亡くなり、働きながら一人で子どもを育て、現在は
孫が６人、ひ孫が７人、玄孫が１人います。
　家族の方は、「ここまで元気でいてくれたことに感謝
しています。この施設に入所したときから、100歳まで
生きることを目標にしていたので、それを目指してこれ
からも頑張ってほしい」と話しました。

秋の叙勲／白寿祝　

各種表彰


